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参考 11-1 

本資料は、措置の対象部位におけるうき・剥離の発生に結びつく、特徴的な損傷事例を紹介するもので、

措置の際のポイントを提示するものである。 

実際の措置にあたっては、本資料の事例を十分参考にし、同様の損傷が見られる場合には、入念な打音

検査を実施するものとする。 

ただし、一見したところ健全と思える箇所についても、うき・はく離の可能性は否定できない（本要領

では、むしろこのような箇所を主な対象と想定している。）ので、目視により確認できる損傷箇所以外につ

いても、確実な打音検査等を実施するものとする。 

 

1 損傷の概要 
コンクリート部材からコンクリート片が落下するのは、塩化物イオンの浸透や中性化の進行などにより鋼

材を保護するコンクリートの性能が低下し、鉄筋の腐食膨張によりコンクリートにうき・剥離が生じ、ひび

われに進展し、ひびわれがさらに進展することにより剥落する過程を経ることによるものが多い。図３．５

に損傷発生メカニズムを示す。 

本要領の対象部位における主な損傷の事例と点検時の注意事項を、以下に示す。 

いずれの損傷、部位においても、錆汁を伴うひびわれ、剥離・鉄筋露出、遊離石灰等が見られる場合はうき・

剥離が生じている可能性が高いので、入念な点検が必要である。 

 

① 高欄 

この部位では、適切なかぶりが確保できていない場合には中性化による鉄筋の発錆が生じやすく、う

き・剥離が生じている事例がある（図 損傷発生メカニズム参照）。 

橋軸方向に延長の長い壁高欄は、乾燥収縮及び温度収縮による橋軸直角方向のひびわれが発生しやす

い。これを防止するために設置する高欄目地部の目地材・緩衝材が劣化して落下しかかっている事例も

ある。 

 

②床版 

ｱ)張出し部 

この部位では、地覆や高欄の表面を伝わった雨水が集まりやすく、特にかぶりが小さい水切り部

は、その先端から炭酸ガスや雨水が浸透し、鉄筋が腐食膨張し、うき・剥離が生じている事例があ

る。 

また、排水管付近のコンクリートは周辺からの漏水や管の破損による漏水によって劣化しやすく、

うき・剥離が生じている事例がある。 

ｲ)中間床版部 

床版は、車両通行の繰り返しによる疲労が原因で抜け落ちる場合がある。また、かぶり不足に起

因する中性化によって鉄筋が発錆し、ひびわれが生じている事例がある。 

 

③桁・梁 

桁端部に伸縮装置から雨水が浸透し、鉄筋が腐食膨張する可能性がある。特に寒冷地では凍害に

よるコンクリートの劣化の事例が多い。 
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また、ＰＣケーブルの定着部、ＰＣ桁（床版を含む）のＰＣ鋼棒横締め定着部、外ケーブル工法

などにより補強した場合のデビエーター設置部（ケーブルの偏向部）のコンクリートは後埋めされ

たものが多い。この後埋めコンクリートには乾燥収縮によるひびわれが生じやすく、雨水が浸透す

ると定着金具等が錆び、内部のＰＣ鋼材の破断や後埋めコンクリートが落下する可能性がある。 

 

④橋脚 

ｱ)橋脚（横梁） 

この部位は、桁端部の伸縮装置からの漏水により、橋脚天端や横梁端部に滞水している事例もあ

り、特に寒冷地では凍害によるコンクリートの劣化が生じている事例がある。 

横梁の面取り部にひびわれがある場合には、うき・剥離が生じている可能性があるので入念な点

検が必要である。 

また、横梁がＰＣ構造の場合、ＰＣ鋼棒定着部のコンクリートは後埋めされたものが多く、この

後埋めコンクリートには乾燥収縮によるひびわれが生じやすく、雨水が浸透すると定着金具等が錆

び、内部のＰＣ鋼材の破断や後埋めコンクリートが落下する可能性がある。 

ｲ)橋脚（側面） 

かぶり不足、コールドジョイント、打継目の開口によって鉄筋が発錆し、錆汁を伴うひびわれが

生じている事例がある。 

上記部位に共通して留意すべき箇所を以下に示す。 

①  断面修復による補修が行われているコンクリート製高欄やコンクリート桁

では、既設コンクリートと補修材との付着力が低下すると、コンクリート片

や補修材が落下する可能性がある。 

②  豆板・空洞部はモルタルで補修していることが多く、この補修モルタルにう

き・剥離が生じ、落下する可能性がある。 

補修部は既設コンクリート部と色が異なっていることが多いので、比較的確認しやすい。 

③  セパレータ頭部の後埋め部は、セパレータの腐食あるいは処理不良により浮

いて落下する可能性がある。 

 

【解 説】 

点検の結果は、単に損傷の大小という情報だけではなく、効率的な維持管理を行うための基礎的な情

報として様々な形で利用される。例えば、ひび割れ状況をもとにアルカリ骨材反応を検討したり、亀裂

の発生箇所周辺の損傷状況をもとに損傷原因を考察したりする場合には、損傷図が重要な情報源となる。 

したがって、損傷の程度を適切な方法で詳細に記録しなければならない。 

 

以下に、損傷図や文章等で記録しておく必要があるものを示す。 

・コンクリート部材におけるひび割れ、うき、剥離、変色等の変状箇所及び範囲のスケッチ、及び想

定される劣化要因(スケッチには、主要な寸法も併記する) 

・鋼製部材の亀裂、変形の状況のスケッチ、及び想定される劣化要因 

・漏水箇所など変状の発生位置 

・異常音や振動など写真では記録できない損傷の記述
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  鉄筋 

①完成時  

 

 

 

 

 

②コンクリートの中性化  

    コンクリートに炭酸ガス等が浸透し、中性化が進行

する。  

 

 

 

③鉄筋の腐食  

コンクリートの中性化が進み、鉄筋まで到達する。 

鉄筋の一部が発錆する。  

 

 

 

④コンクリートのうき・剥離  

鉄筋の腐食膨張により、コンクリートにうき・剥離が発生す

る。  

 

 

 

⑤コンクリートのひびわれ  

鉄筋の腐食が進行し、その膨張圧により剥離箇所からひびわ

れが進展する。一部はコンクリート表面にまで達し、表面か

ら目視できる。  

 

 

⑥コンクリートの剥落  

ひびわれがさらに進展し、剥落する。 

 

 

図 1 損傷発生メカニズム 
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コンクリートの中性化 

により鉄筋が腐食膨張し、 

かぶりコンクリートにう 

き・剥離が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 高欄損傷状況 

 

 

 

 

水切り部はかぶりが薄く中性化しやすいとと

もに浸透した雨水により鉄筋が腐食膨張し、水

切り部付近のコンクリートにうき・剥離が発生

する。 

 

 

 

 

 

剥 落 

図 3 床版（張出し部）損傷状況 
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伸縮装置部からの漏水により、アルカリ骨材

反応や塩害、寒冷地では凍害が促進され、コン

クリートにうき・剥離が発生する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 橋脚（横梁）損傷状況 
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